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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像装置のレンズ鏡筒の先端部に装着されるレンズフードであって、
　第１の開口部と、
　前記第１の開口部を開閉する方向に回動可能に設けられ、閉じた状態で前記第１の開口
部を覆って前記第１の開口部を介して被写体側に露出する前記レンズ鏡筒の撮影レンズを
保護するバリア部材と、
　前記レンズ鏡筒の撮影レンズの径方向外側に設けられたセンサ部に対応する位置に形成
される第２の開口部と、
　前記バリア部材を前記開閉する方向に回動動作させる操作部材と、
　前記操作部材の操作に連動して移動する遮蔽部と、を備え、
　前記操作部材の操作により前記バリア部材が前記第１の開口部を閉じる位置に回動した
とき、前記遮蔽部は、前記第２の開口部を遮蔽する位置に移動し、
　前記操作部材の操作により前記バリア部材が前記第１の開口部を開く位置に回動したと
き、前記遮蔽部は、前記第２の開口部から退避する位置に移動することを特徴とするレン
ズフード。
【請求項２】
　前記操作部材は、スライド操作されることで前記バリア部材を前記開閉する方向に回動
動作させ、
　前記遮蔽部は、前記操作部材と一体にスライド移動するスライド部材に設けられること
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を特徴とする請求項１に記載のレンズフード。
【請求項３】
　前記バリア部材は、前記スライド部材とのカム係合により、前記操作部材のスライド操
作により前記開閉する方向に回動動作することを特徴とする請求項２に記載のレンズフー
ド。
【請求項４】
　レンズ鏡筒の先端部にレンズフードが装着される撮像装置であって、
　前記レンズフードとして請求項１乃至３のいずれか一項の記載のレンズフードを備える
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　前記センサ部は、測距センサ、発光素子、受光素子又はマイクロフォンであることを特
徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばデジタルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像装置のレンズ鏡筒に
装着されるレンズフード、及びレンズフードを備える撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像装置では、入射する有害光を遮光する
レンズフードをレンズ鏡筒の先端部に装着したものがある。また、有害光を遮光する機能
に加えて、被写体側に露出する撮影レンズを保護するとともに、未使用時に撮影レンズに
集光して装置内部が高温になることを防ぐためのバリア機能を備えるレンズフードが提案
されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１７５２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１では、レンズフードの上下にそれぞれバリア部材を有しているため、部
品点数が多くなり、構造の複雑化やコスト高を招く。また、上下のバリア部材がそれぞれ
上下方向に開閉するため、上下ともに製品高さが必要となってしまう。そのため、撮影レ
ンズの光軸中心よりも下側の寸法が短い製品には使用できない。この場合、一枚のバリア
部材でレンズフードの開口部（撮影レンズ用の開口部）を開閉可能に覆うことが考えられ
る。
【０００５】
　しかし、測距センサ等のセンサ部を撮影レンズの外側に設けたレンズ鏡筒では、レンズ
フードにセンサ部用の開口部を設ける必要があるため、バリア部材を閉じた状態でも、セ
ンサ部用の開口部から異物が侵入してしまうことになる。
【０００６】
　また、バリア部材を閉じた際に、バリア部材でセンサ部の開口部を覆うようにバリア部
材を大きくしてしまうと、バリア部材を開いた際に、レンズフード全体の光軸方向の長さ
が長くなってしまう。
【０００７】
　更に、長くなったレンズフードが撮影レンズの光路を遮らないようにするため、撮影レ
ンズが径方向に大型化してしまい、撮像装置の小型化を妨げる原因になってしまう。
【０００８】
　そこで、本発明は、一枚のバリア部材でレンズフードの開口部を開閉可能に覆うと共に
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、バリア部材の閉状態でセンサ部の開口部も覆うことができ、かつバリア部材を開いた状
態でもレンズフードの光軸方向の全長を短くできる仕組みを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、撮像装置のレンズ鏡筒の先端部に装着されるレ
ンズフードであって、第１の開口部と、前記第１の開口部を開閉する方向に回動可能に設
けられ、閉じた状態で前記第１の開口部を覆って前記第１の開口部を介して被写体側に露
出する前記レンズ鏡筒の撮影レンズを保護するバリア部材と、前記レンズ鏡筒の撮影レン
ズの径方向外側に設けられたセンサ部に対応する位置に形成される第２の開口部と、前記
バリア部材を前記開閉する方向に回動動作させる操作部材と、前記操作部材の操作に連動
して移動する遮蔽部と、を備え、前記操作部材の操作により前記バリア部材が前記第１の
開口部を閉じる位置に回動したとき、前記遮蔽部は、前記第２の開口部を遮蔽する位置に
移動し、前記操作部材の操作により前記バリア部材が前記第１の開口部を開く位置に回動
したとき、前記遮蔽部は、前記第２の開口部から退避する位置に移動することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、一枚のバリア部材でレンズフードの開口部を開閉可能に覆うとともに
、バリア部材の閉状態でセンサ部用の開口部も覆うことができ、かつバリア部材を開いた
状態でもレンズフードの光軸方向の全長を短くすることができる。これにより、センサ部
用の開口部から異物が侵入するのを回避することができるとともに、レンズフードを装着
した状態の撮像装置全体をコンパクトにすることができ、ユーザの利便性・携帯性を向上
させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態であるレンズフードが装着される撮像装置の一例としてのデジ
タルビデオカメラを正面側から見た斜視図である。
【図２】（ａ）は、図１に示すデジタルビデオカメラのレンズ鏡筒の先端部に装着された
レンズフードのバリア部材を開いた状態を示す斜視図である。（ｂ）は、図１に示すデジ
タルビデオカメラのレンズ鏡筒の先端部に装着されたレンズフードのバリア部材を閉じた
状態を示す斜視図である。
【図３】（ａ）はバリア部材が閉じた状態でのレンズフードを正面側から見た斜視図、（
ｂ）は（ａ）の背面側から見た斜視図である。
【図４】（ａ）は図３（ｂ）に示す状態のレンズフードに対して後カバーを取り外した状
態を示す斜視図、（ｂ）は（ａ）の状態からバリア部材を開いた状態を示す斜視図である
。
【図５】（ａ）はバリア部材が閉じた状態での操作ノブ、スライド部材及びバリア部材の
関係を示す図、（ｂ）はバリア部材が開いた状態での操作ノブ、スライド部材及びバリア
部材の関係を示す図である。
【図６】（ａ）は閉じ状態でのバリア部材を背面側から見た図、（ｂ）は（ａ）を底面側
から見た図である。
【図７】（ａ）はバリア部材が開いた状態でのレンズフードを正面側から見た図、（ｂ）
は（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。
【図８】（ａ）はバリア部材が閉じた状態でのレンズフードを正面側から見た図、（ｂ）
は（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態の一例を説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施形態であるレンズフードが装着される撮像装置の一例としてのデ
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ジタルビデオカメラを正面側から見た斜視図である。図２（ａ）は、図１に示すデジタル
ビデオカメラのレンズ鏡筒の先端部に装着されたレンズフードのバリア部材を開いた状態
を示す斜視図である。図２（ｂ）は、図１に示すデジタルビデオカメラのレンズ鏡筒の先
端部に装着されたレンズフードのバリア部材を閉じた状態を示す斜視図である。
【００１４】
　本実施形態のデジタルビデオカメラは、図１及び図２に示すように、カメラ本体１００
の正面側（被写体側）にレンズ鏡筒１０１が設けられる。カメラ本体１００を正面側から
見て右側の側部には、表示ユニット１０４が開閉可能に設けられ、カメラ本体１００を正
面側から見て左側の側部には、把持部１０５が設けられる。また、レンズ鏡筒１０１の被
写体側に露出する撮影レンズ１０３の径方向外側（図の下側）は、開口部１０６が形成さ
れ、開口部１０６内には、測距センサや発光素子、受光素子、マイクロフォン等のセンサ
部が配置されている。
【００１５】
　レンズ鏡筒１０１の先端部には、回転操作リング１０８が設けられ、回転操作リング１
０８の先端側には、レンズフード１０９に係合する係合部１０７が径方向に対向して２カ
所設けられている。
【００１６】
　レンズフード１０９は、レンズ鏡筒１０１の撮影レンズ１０３に入射する有害光を遮光
する機能と、被写体側に露出する撮影レンズ１０３を保護するとともに、未使用時に撮影
レンズ１０３内に集光して内部が高温になることを防ぐバリア機能を備える。レンズフー
ド１０９の開口部１０９ａの下方には、センサ部用の開口部１１３がレンズ鏡筒１０１の
開口部１０６に対応して形成されている。レンズフード１０９の開口部１０９ａは、本発
明の第１の開口部の一例に相当する。
【００１７】
　また、レンズフード１０９には、バリア部材１１０が開口部１０９ａを開閉する方向に
回動可能に設けられる。レンズフード１０９の側部には、本発明の操作部材として機能す
る操作ノブ１１１が設けられる。操作ノブ１１１は、ガイド部１１２に沿って上下方向に
スライド操作が可能に構成されている。
【００１８】
　操作ノブ１１１を図の下側にスライド操作すると、バリア部材１１０が下側の回動軸３
０１（図５参照）を中心に下方（開方向）に回動してレンズフード１０９の開口部１０９
ａが開放され、図２（ａ）に示すように、撮影レンズ１０３が露出する。
【００１９】
　また、図２（ａ）の状態で操作ノブ１１１を図の上側にスライド操作すると、バリア部
材１１０が上方（閉方向）に回動してレンズフード１０９の開口部１０９ａが閉じられ、
図２（ｂ）に示すように、撮影レンズ１０３が覆われる。
【００２０】
　図３（ａ）はバリア部材１１０が閉じた状態でのレンズフード１０９を正面側から見た
斜視図、図３（ｂ）は図３（ａ）の背面側から見た斜視図である。
【００２１】
　図３（ａ）に示すように、レンズフード１０９は、前カバー２０１、後カバー２０２、
操作ノブ１１１、バリア部材１１０、スライド部材２０５（図４参照）及びダンパ２０６
（図４参照）を備える。レンズフード１０９の後カバー２０２の背面側には、図３（ｂ）
に示すように、レンズ鏡筒１０１の２カ所の係合部１０７に係合する係合爪２０３が径方
向に対向して２カ所設けられている。また、後カバー２０２には、レンズ鏡筒１０１の開
口部１０６の正面側で前カバー２０１に形成された開口部１１３と同様のセンサ部用の開
口部２０４が形成されている。開口部１１３，２０４は、本発明の第２の開口部の一例に
相当する。
【００２２】
　図４（ａ）は図３（ｂ）に示す状態のレンズフード１０９から後カバー２０２を取り外
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した状態を示す斜視図、図４（ｂ）は図４（ａ）の状態からバリア部材１１０を開いた状
態を示す斜視図である。
【００２３】
　図４（ａ）及び図４（ｂ）に示すように、スライド部材２０５は、操作ノブ１１１に接
続され、操作ノブ１１１のスライド操作に連動して一体にスライド移動する。ダンパ２０
６は、スライド部材２０５がスライド移動する際の動きを緩和する。操作ノブ１１１は、
後カバー２０２と前カバー２０１との間に挟まれた状態で後カバー２０２に設けられたガ
イド部１１２に沿って上下方向にスライド操作が可能に構成されている。
【００２４】
　スライド部材２０５は、略Ｌ字状に形成され、バリア係合部２０７と遮蔽部２０８を有
する。前述したように、操作ノブ１１１を図の上方向にスライド操作すると、バリア部材
１１０が閉じ方向に回動し、操作ノブ１１１を図の下方向にスライド操作すると、バリア
部材１１０は開く方向に回動する。遮蔽部２０８は、スライド部材２０５の一部であるた
め、操作ノブ１１１とともに上下動する構成となる。したがって、遮蔽部２０８は、バリ
ア部材１１０の閉じ状態で開口部１１３，２０４を覆い、バリア部材１１０の開き状態で
開口部１１３，２０４から退避する。
【００２５】
　このように構成することで、バリア部材１１０が閉じているときには開口部１１３，２
０４が遮蔽部２０８に覆われる為、レンズフード１０９がレンズ鏡筒１０１に装着された
状態でも、開口部１１３，２０４からゴミ等の異物の侵入等がなく、内部が保護される。
【００２６】
　また、開口部１１３，２０４の開閉が、スライド部材２０５と一体の遮蔽部２０８の上
下動によって行われるため、遮蔽専用の部材を別途必要としない。そのため、新たな部材
を追加することなく、センサ部用の開口部１１３，２０４の遮蔽と開放を実現することが
できる。
【００２７】
　次に、図５を参照して、スライド部材２０５の上下動によるバリア部材１１０の開閉動
作について説明する。図５（ａ）はバリア部材１１０が閉じた状態での操作ノブ１１１、
スライド部材２０５及びバリア部材１１０の関係を示す図、図５（ｂ）はバリア部材１１
０が開いた状態での操作ノブ１１１、スライド部材２０５及びバリア部材１１０の関係を
示す図である。
【００２８】
　操作ノブ１１１は、スライド部材２０５に不図示のねじや圧入等で固定され、スライド
部材２０５と一体に上下動する。バリア部材１１０は、回動軸３０１を中心に開閉方向に
回動動作を行う。バリア部材１１０の側部には、カム係合軸３０２が設けられ、カム係合
軸３０２は、スライド部材２０５のバリア係合部２０７に形成されたカム溝２０７ａに係
合する。これにより、スライド部材２０５が上下動すると、バリア部材１１０のカム係合
軸３０２が回動軸３０１を中心とした回転軌跡３０３で回動軸３０１周りを移動し、バリ
ア部材１１０が回動動作する。
【００２９】
　次に、図６を参照して、バリア部材１１０の形状について説明する。図６（ａ）は閉じ
状態でのバリア部材１１０を背面側から見た図、図６（ｂ）は図６（ａ）を底面側から見
た図である。
【００３０】
　バリア部材１１０は、図６（ａ）に示すように、回動中心に設けられた回動軸３０１と
、閉じ状態でレンズ鏡筒１０１の撮影レンズ１０３を覆って保護するレンズ保護部４０２
とを有する。レンズ保護部４０２の背面側には、不要光反射防止処理により遮光部５０４
が設けられている。レンズ保護部４０２は、図６（ｂ）に示すように、被写体側に向けて
湾曲する円弧面４０３を有する。この円弧面４０３によりレンズ保護部４０２の背面側に
形成される空間領域４０３ａには、センサ部の光路通過領域４０４が含まれる。
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【００３１】
　このセンサ部の光路通過領域４０４を含む空間領域４０３ａは、バリア部材１１０の閉
じ状態において、カメラ本体１００の高さ方向に延びる略円弧柱形状になる。なお、光路
通過領域４０４を含む空間領域４０３ａの形状は、光路通過領域４０４を含む限りにおい
て、特に限定されず、例えば矩形柱形状でもあってもよい。
【００３２】
　次に、図７及び図８を参照して、センサ部の光路通過領域４０４について説明する。図
７（ａ）はバリア部材１１０が開いた状態でのレンズフード１０９を正面側から見た図、
図７（ｂ）は図７（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。図８（ａ）はバリア部材１１０が閉じ
た状態でのレンズフード１０９を正面側から見た図、図８（ｂ）は図８（ａ）のＡ－Ａ線
断面図である。
【００３３】
　図７及び図７（ｂ）に示すように、前カバー２０１には、レンズ鏡筒１０１の撮影レン
ズ１０３に入射する有効光領域５０２に沿って凹凸状の遮光部５０１が設けられている。
バリア部材１１０が開いた状態では、前述したように、スライド部材２０５の遮蔽部２０
８は、センサ部用の開口部１１３，２０４から退避して開口部１１３，２０４が開放され
ている。開口部１１３，２０４からはセンサ部の光路５０３（図中斜線部）が形成されて
いる。
【００３４】
　バリア部材１１０は、開いた状態で有効光領域５０２及びセンサ部の光路５０３に干渉
しないように配置され、センサ部の光路５０３には、光路通過領域４０４が配置される。
また、前述したように、閉じた状態でのバリア部材１１０の背面側は、前カバー２０１の
遮光部５０１と同様の遮光部５０４が設けられている。従って、遮光部５０４は、バリア
部材１１０が開いた状態で図７の上面側に配置され、これにより、不要光反射が防止され
る。
【００３５】
　図８（ａ）及び図８（ｂ）に示すように、バリア部材１１０が閉じた状態では、前述し
たように、スライド部材２０５の遮蔽部２０８は、センサ部用の開口部１１３，２０４を
覆って開口部１１３，２０４が遮蔽されている。バリア部材１１０の回動軸３０１の中心
は、センサ部の光路５０３の図８の下側位置より上方に配置されている。
【００３６】
　回動軸３０１の中心をセンサ部の光路５０３の下方に配置すると、バリア部材１１０に
光路通過領域４０４を設ける必要はなくなるが、バリア部材１１０の長さが長くなる。こ
のため、バリア部材１１０を開いた状態でのレンズフード１０９全体の光軸方向の長さが
長くなり、レンズフード１０９ひいてはレンズフード１０９が装着されたカメラが大型化
してしまう。
【００３７】
　また、バリア部材１１０が閉じた状態でセンサ部の光路通過領域４０４を塞ぐように、
前カバー２０１に庇部５０５を設けることで、バリア部材１１０を閉じた状態でゴミ等の
異物が侵入することを防止している。庇部５０５にも、バリア部材１１０や前カバー２０
１と同様に遮光部５０６が設けられている。
【００３８】
　以上説明したように、本実施形態では、一枚のバリア部材１１０でレンズフード１０９
の開口部１０９ａを開閉可能に覆うとともに、バリア部材１１０の閉状態でセンサ部用の
開口部１１３，２０４も覆うことができる。また、バリア部材１１０を開いた状態でもレ
ンズフード１０９の光軸方向の全長を短くすることができる。これにより、センサ部用の
開口部１１３，２０４から異物が侵入するのを回避することができるとともに、レンズフ
ード１０９を装着した状態のカメラ全体をコンパクトにすることができ、ユーザの利便性
・携帯性を向上させることができる。
【００３９】
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　なお、本発明の構成は、上記実施形態に例示したものに限定されるものではなく、材質
、形状、寸法、形態、数、配置箇所等は、本発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜変
更可能である。
【符号の説明】
【００４０】
１００　カメラ本体
１０１　レンズ鏡筒
１０３　撮影レンズ
１０９　レンズフード
１０９ａ　開口部
１１０　バリア部材
１１３　センサ部用開口部
２０１　前カバー
２０２　後カバー
２０４　センサ部用開口部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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